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　今年度は地区の保健協力員から健康企画書の提出があり、担当保健師と一緒に実施しました。保健
協力員は、テーマや開催の周知、会場設営、後片づけを行いました。

保健協力員が企画した学習会

あなたもこんなことありませんか健康コマまんが

理由が知りたい方は、管理栄養士や保健師を講師とした学習会
を企画してみませんか

こんなに… 運動
してるのに…

なんで、コレステ
ロール
が高い
のよー

それは、コレステ
ロールが使わ
れなくなった
からです

あなたはどう思いますか答えは編集後記のあとに

■令和年11月日木　田川コミュニティ防災センター

受付の様子受付の様子 開始のあいさつ開始のあいさつ

講　師市役所地域包括支援課　「フレイル・誤飲予防」
参加者19名男性名、女性11名

■令和年11月25日月　沖飯詰集会所
講　師市役所健康推進課　「あなたの血管大丈夫」
参加者25名男性11名、女性14名

■令和年月日水　コミュニティセンター中川
講　師市役所地域包括支援課　「オーラルフレイル口腔機能の衰え」
参加者25名男性名、女性20名

企画してくれた保健協力員さんの声
・日中の仕事を終えてから行う毎戸訪問による声がけは、思った以上に時間と労力が必要で大変
でしたが、参加者から「来年もやってほしい」「内容が良かった」「楽しかった」という感想
が聞かれ、活動の励みになりました。
・男性の参加者が多かったのですが、町内会長や民生委員等との協力が功を奏しました。
・町内の行事と同時開催ということで、参加者が多かったかもしれません。
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防災豆知識

市の保健事業への協力

<健康相談>
　小曲地区回、若葉地区回実施しました。小曲地区ではこころの健康講座を、若葉地区では
生活習慣病予防や認知症について市保健師や市管理栄養士から話がありました。
保健協力員は健康相談の周知や会場準備、後片付けなどを行いました。

協力してくれた保健協力員さんの声
　周知活動を頑張っていますが、人集めが大変です。みなさん興味はあっても高齢化の影響なの
か、集会所まで集まるのが困難な人が多いのも原因だと思います。
　毎回勉強になることばかりなので、いろんな人に来てほしいし、今後もぜひ続けていきたいと
思っています。

<乳幼児健診>
　お母さんが安心して健診を受けられるよう、見守りや会
場の案内等を行いました。
月まで月回、全36回

<市民健検診>
　市民がスムーズに受診できるように、受付の番号札の配
布、会場内の誘導、胃がん検診後の飲み水の管理等を行い
ました。協力した際、自分の健診を受けることもできま
す。
12月まで全44回

若
葉
地
区
で
の

活
動
の
様
子

　230名以上が犠牲となった能登半島地震から年が経ちました。
皆さん備えていますか詳しい情報はこちらをご覧ください。

　今回はキャンプにも使える「困った時の切り干し大根」をご紹介します。
　切り干し大根袋に、水煮のシーチキンの缶詰を
汁ごと入れてもみこみ、15分置いたら完成
　洗い物が出ず、ビタミンと食物繊維が手間なく
簡単にとれます。
　ぜひ皆さん作ってみてください。

切り干し大根




